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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、アクチベーター1小サブユニットファミリーのメンバーをコードします。DNAポリメラーゼδおよびεによるプライミングされたDNAテンプレートの伸長には、補助タンパク質である増殖細胞核抗原（PCNA）と複製因子C（RFC）の作用が必要です。複製因子Cはアクチベーター1とも呼ばれ、5つの異なるサブユニットからなるタンパク質複合体です。この遺伝子は40kDのサブユニットをコードしており、このサブユニットはATP結合に関与することが示されており、細胞生存を促進する可能性があります。この遺伝子の破壊はウィリアムズ症候群と関連しています。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。この遺伝子の擬似遺伝子は2番染色体上に定義されています。[RefSeq提供、2013年7月],疾患：RFC2のハプロ不全は、ウィリアムズ症候群（WBS）という稀な発達障害にみられる特定の心血管系および筋骨格系の異常の原因である可能性があります。これは、染色体バンド7q11.23の遺伝子が関与する連続遺伝子欠失症候群です。,機能：DNAポリメラーゼδおよびεによるプライミングされたDNAテンプレートの伸長には、補助タンパク質である増殖細胞核抗原（PCNA）およびアクチベーター1の作用が必要です。このサブユニットはATPに結合します。,類似性：アクチベーター1小サブユニットファミリーに属します。,サブユニット：RFC2、RFC3、RFC4、およびRFC5サブユニットのヘテロ四量体で、RFC1またはRAD17と複合体を形成できます。前者はATP存在下でPCNAと相互作用するが、後者はATPase活性を有するもののPCNAによる刺激を受けない。RFC2はPRKAR1Aとも相互作用し、この複合体は細胞生存に関与している可能性がある。
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	RFC2抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはRFC2ペプチドでブロッキングされている。
	

	RFC2 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

